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論 文 内 容 の 要 旨

は じめ に

(節 構成:第1節 本 稿 の課 題/第2節 ル ー マ ン理 論 にお け る 「あ りそ う にな さの 公 理 」)

本 稿 は、 ニ ク ラス ・ル ー マ ン の オー トポイ エ ー シス 的 シス テ ム 理 論 を踏 まえ て 、 現 代 社 会 に

お い て見 いだ され る リス ク現 象 、 と くに テ ク ノ ロ ジー 的 ・エ コ ロ ジー 的 リス ク 現 象 に着 目 し、

社 会 学 的な 観 点 か ら リス ク研 究 を推 し進 め る糸 口を 得 る こ と を課 題 と して い る。 こん に ち現 れ

つ つ ある こ う した 「新 しい リス ク」の も た らす 諸 問 題 を社 会 学 的 に記 述 し分 析 して い くさ い に、

社 会 シ ス テム をオ ー トポ イ エ ー シス 的 シス テ ム と して 捉 え る理 論 的 立 場 が有 効 で あ る とい「う認

識 が、 本 稿 の立 論 を支 え て い る。

ルー マ ンは 、 オ ー トポ イ エ ー シス 概 念 を社 会 シ ス テ ム 理 論 に 組 み 入 れ て い く作 業 とほぼ 並行

して、 積 極 的 にエ コ ロ ジー 問題 や リス ク論 を議 論 しは じめ る。 彼 が エ コ ロジ ー 論 を 展 開 しは じ

め る の は1986年 以 降 で あ る。 エ コ ロ ジ ー 問題 とい う点 か らみ た とき 当 時 の西 ドイ ッ政 治 に とっ

て 一 つ の大 きな 転 換 点 をな して い る と言 わ れ る この 同 じ1986年 に、 ウー リ ッヒ ・ベ ック も ま た

『リス ク社 会 一 新 しい 近 代 へ の道一 』 を刊 行 し、 チ ェル ノブ イ リ原 発 事故 の衝 撃 とも あ い ま っ

て 「リス ク社 会 」 とい う彼 の 時 代 診 断 は 世 界 的 な 反 響 を 呼 ん だ。 第1章 で述 べ る とお り、 この

80年 代 半 ば 以 降 、 ベ ック の 問 題 提 起 を き っか け と して、 ドイ ツ語 圏 とア ング ロサ ク ソ ン 圏 の社
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会 学 の 中で は 「リス ク社 会 論 」 とで も呼 ぶ べ き 動 向 が 大 きな 盛 り上 が りを見 せ始 め る こ と にな

る。 こう した 動 向 の 中 に あ って 、 社 会 学 的 な リス ク 論 の 展 開 に と って 決 定 的 な画 期 を 作 り出 し

た のが 、 ル ー マ ン の、 オ ー トポ イ エ ー シス概 念 に 基 づ く社 会 シス テ ム 理論 の 立場 か らす る リス

ク論 で あ る と い え る。

本 稿 は 、 従 来 の リス ク研 究 にお け る ル ー マ ンの リス ク 論 の位 置 づ け を 明示 化 し、 ま だ緒 に つ

いた ば か りの 「社 会 学 的 リス ク研 究 」 の 進 展 に資 す る こ と を 目的 と して い る。 と同 時 に、 この

よ う にル ー マ ン理 論 に基 づ いて 「テ ク ノ ロジ ー 的 一 エ コ ロジ ー 的 リス ク」 とい うご く具体 的 な

問題 を考 察 して い く こ とは 、 ル ー マ ンの社 会 シ ス テ ム 理 論 の、 これ ま で社 会 学 にお い て は あ ま

り顧 み られ て こな か っ た 可 能 性 を析 出 す る こ とに も つ な が っ て い く もの と思 われ る。 ル ー マ ン

理 論 は、 も と も と 「コ ンテ ィ ン ジ ェ ン シ ー(Kontingenz)」 や 「機 能 的 等 価 性 」 に 主 眼 を お く

も ので あ る の だ が 、 こん にち の 社会 学 の 中 にお い て は 「等 価 機 能 主義 」 の立 場 と直 結 して い る

「あ りそ う にな さの公 理 」 は 、 した が っ て ま た、 ル ー マ ン理 論 の批 判 的 ポテ ン シ ャル は、 あ ま

り強 調 され て こな か っ た 。

ル ー マ ンは、現 に あ る もの の あ りそ うにな さ(Unwahrscheinlichkeit)を 仮 定 す る こ とか ら始

め て 、 そ うで あ る に もか か わ らず い か に して 形 式(秩 序 、 構 造 等)が 現 に可 能 とな って い る の

か 、 と探 求 す る方 途 を 「あ りそ う にな さ の公 理(Unwahrscheinlichkeitstheorem)」 と呼 び 、 み

ず か らの 立 論 の基 盤 に 据 え る。 つ ま り、 こ う した 「あ りそ う にな い」 こ とが、 いか に して 、(そ

の シ ス テ ム に とっ て は)「 ノー マ ル な こ と」 「自然 な こ と」 と して 「前提 」 と され 可 能 とな っ て

い る の か を 明 らか に しよ う とす る のが この立 場 で あ る。 な ぜ 、 そ の あ りそ う にな い ことが 、 現

に 「あ りそ うな こ と」 と して 現 象 して しま って い る のか 。 そ こに は どん な メカ ニ ズ ム が は た ら

い て お り、 ひ ょっ とす る とあ る種 の 「問題 」 を抱 えつ つ も、 そ の 問題 をた え ず 「隠 蔽 」 す る こ

とで、 当該 シス テム の作 動 が 保 証 され て い るの で はな いか 。 これ が 、 機 能 主 義 と現 象 学 と を接

続 させ よ う とす るル ー マ ン理 論 の主 導 的 問 い とな る。 ル ー マ ン の この よ うな 基 本 的 な 姿 勢 は、

リス ク論 の論 脈 にお いて も、 も ち ろ ん貫 徹 され て お り、 そ れ ど こ ろか 、 この テ ー マ にお い て こ

そ 、 この 「公 理 」が 大 き な 意 味 を もっ て くる も の と思 わ れ る。 本 稿 で は、第1章 にお いて まず 、

リス ク研 究 の現 状 を確 認 し、 次 いで リス ク社 会 論 の 先 駆 的 論 者 で あ るベ ック の 時 代 診 断 を一 瞥

し、 そ の 上 で、 第2章 で リス ク と危 険(Gefahr)、 な らび に そ れ に相 応 した決 定 者/被 影 響 者

と の 区別 を基 軸 とす るル ー マ ン の リス ク社 会 学 の 基 本 的視 座 を確 認 す る。 第3章 で は、 今 日の

新 し い リス ク を 「非 知(Nichtwissen)」 の概 念 に よ っ て特 徴 づ け るベ ック とル ー マ ンを 取 り上 げ 、

非 知 問 題 へ の ア プ ロ ー チ 方 法 の 点 か ら具 体 的 な 事 例 を参 照 しつ つ 両 者 を 比 較 して い る。 続 い

て 、(ル ー マ ン の リス ク論 の枠 組 み に依 拠 しつ つ)第4章 と第5章 で は、 主 と して 決 定 者 の 立

場 にそ く して 、 第6章 と第7章 で は 主 と して被 影 響 者 の立 場 に 即 して、 こう した非 知 の 問題 の

有 す る社 会 的 な含 意 を 探 っ て い る。

第1章 リス ク社 会 論 の展 開

(節 構 成:第1節 リス ク研 究 の現 在/第2節U.ベ ック の リス ク社 会 論)

第1章 で は、0.レ ン とKP.ヤ ップ を手 が か りと しな が ら、 リス ク研 究 を、(1)技 術 的 な リス ク

分 析 、(2)リ ス ク に 関す る 経 済 学 的 パ ー ス ペ ク テ ィ ブ、(3)リ ス ク に 関 す る心 理 学 的 パ ー ス ペ ク

テ ィブ 、(4)リ ス ク に 関 す る社 会 学 的パ ー ス ペ ク テ ィ ブ、(5)リ ス ク に関 す る 文 化 的 パ ー ス ペ ク

テ ィ ブ に 区分 し、(1)一(2)/(3)一(5)を さ らに、 「コ ンテ キ ス ト中 立 的 な 把 握 」/「 コ ン テ キ ス ト
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特 定 的 な把 握 」と区 分 し、後 者 の代 表 的 論 者 と して 、ルー マ ンの リス ク論 とM.ダ グ ラ ス/A.ウ ィ

ル ダ ヴ ス キー を挙 げ た。 しか しダ グ ラス らの立 場 は 、 ル ー マ ン 自身が 批 判 して い る とお り、 個

人 主 義 的 な 出発 点 を前 提 と して お り、 社 会 学 的 な パ ー ス ペ クテ ィ ブ の 出発 点 と して は 不 十 分 で

あ り、 本稿 で は 、 社 会 学 的 な リス ク論 の枠 組 み は、 リス ク/危 険 の 区別 に依 拠 す るル ー マ ン の

リス ク論 に よ って 準 備 され た とみて い る。

もっ とも、 そ うは いっ て も社 会 学 にお いて 「リス ク論 」 に先 鞭 をつ け たU.ベ ック の 諸 研 究 を

等 閑 に はで きな い ので 、 本 章 の後 半 部 分 にお い て、 彼 の リス ク社 会 論 を一 瞥 した。 ベ ッ クの 研

究 テー マ は 、 大 き く、 環 境 リス ク を主 眼 と した リス ク社 会 論 と、そ れ と連 動 した個 人 化 論 とい

う二 つ の柱 か ら成 り立 って い る。 この二 つ は 、 ベ ック に お い て は 密 接 に連動 して い る ので あ る

が 、80年 代 の後 半 以 降 に、 ドイ ツ 内外 で そ れ ぞ れ に 別 個 の か た ち で 論 議 され 大 き な 反 響 を呼 ぶ

こ とにな った 。 本 稿 の 課 題 と直 接 的 な つ な が りの あ る 彼 の リス ク社 会 論 に 関 して い え ば 、(1)今

日の リス クは 、 非 知 と して の特 徴 を有 して お り、(2)し た が って リス ク定 義が 、 科 学 的 知見 に大

き く依 存 す る。(3)さ ら に こ う した リス クは 「宿 命 と して の リス ク 」 とい う半 ば パ ラ ドク シ カ ル

な 特 徴 を帯 び 、(4)「 作 為 者 と犠 牲 者 とが 一体 化 」 す る とい う 「ブ ー メ ラン効 果 」 が現 出す る 。

(5)こ のよ うな リス ク は、 「世 界 リス ク社 会 」 とで も呼 ぶ べ き も の を招 来 し、(6)さ ら には 、 「他 者

と い う カテ ゴ リー」 を 終 焉 に い た らしめ る。(7)も っ と も他 方 で 、 「新 しい 国 際 間 の 不 平 等 」 も

また 顕 在 化 ・深 刻化 せ ざ る をえ な い 。(8)こ の よ うな 新 しい リス ク 状 況 にお いて は、 リス ク によ

る被 害 状 況 と階級 関係 とが 切 り離 され 、 リス ク を め ぐる運 動 ・連 帯 も、 困窮 に よ る連 帯 か ら不

安 によ る連 帯 へ と変 化 して い く こ とに な る。

こ うい っ た こ とを主 要 な論 点 とす る ベ ック の リス ク社 会 論 は、 もち ろ ん、 時 代 診 断 の点 等 で

は ル ー マ ン の リス ク論 と重 な る 部分 が 多 い。 しか し、 両 者 の 間 の決 定 的な 立 場 の違 い はや は り

無視 す る こ とが で きな い。 両 者 の 比較 は社 会 学 的 リス ク研 究 の進 捗 に と って 不 可 欠 の論 題 とな

る の で、 本 稿 にお いて も以 下 の諸 章 にお いて そ の 比 較 を試 み て い る。

第2章 社 会 シ ステ ム 理 論 に よ る リス ク研 究:ル ー マ ンの 基 本 的視 座

(節 構 成:第1節 リス ク/安 全 の区 別 と リス ク/危 険 の 区 別/第2節 リス ク と時 間/第

3節 ル ー マ ン にお け る 「時 間」 概 念/第4節 時 間 次 元 と社 会 的次 元 の 緊 張 関 係:決 定 者

と被 影 響 者/第5節 時 間 結 合:規 範 ・稀 少 性 ・リス ク/第6節 「新 しい リス ク」 とル ー

マ ン の リス ク社 会 学)

続 く第2章 で は 、 前 章 で 主 題 と した ベ ッ クの所 説 を念 頭 にお き つ つ、 ルー マ ンの リス ク の 社

会 学 を概 観 して い る。 まず ベ ッ ク の 「リス ク」 概 念 に関 して 、J.C.ア レグ ザ ンダ ー/P.ス ミス

やW.ボ ンス の 所 説 に依 拠 しな が ら、そ の 不 首 尾 さ を指 摘 し、 そ の 上 で、 リス ク/安 全 の 区 別 に

か え て リス ク/危 険 の 区 別 に依 拠 した ル ー マ ン の リス ク概 念 を 取 り上 げ た 。 ル ー マ ン に よ れ

ば 、 未 来 の 損 害 の 可能 性 が、 みず か らで お こな っ た 「決 定 」 の 帰 結 とみ な され 、 そ の よ うな 決

定 に未 来 の 損害 が 帰属 さ れ る とい う場 合、 そ の未 来 的損 害 の 可 能 性 は 「リス ク」 と して記 述 さ

れ(損 害 可 能 性 の 自己 帰 属)、 未 来 の損 害 の 可 能 性 が 、 自分 以 外 の誰 か や 何 か(社 会 シス テ ム

も含 む)に よ って 引 き起 こされ た も の だ、 とみ な され る場 合 に は、 未 来 の損 害 可 能 性 は 「危 険

(Gefahr)」 と して 記 述 され る(損 害 可 能 性 の 外 部 帰 属)。 この 区 別 は 、 何 が リス キ ー か/安 全

か の水 準 に定 位 す る フ ァー ス ト ・オ ー ダ ー の観 察 とは 区 別 され た セ カ ン ド ・オ ー ダ ー の観 察 の

水 準 に依 拠 す る も ので あ る。 この よ うな ル ー マ ン の リス ク/危 険 の 区別 の背 景 には 、 言 う まで
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もな く、 社 会 の 複 合 性(Komplexit註t)の 増 大 とい う事 態 が 存 して い る。 第2節 と第3節 で は、

リス ク概 念 をル ー マ ン の時 間 論 、 と りわ け 同 時 性 に関 す る 所 論 と の関 わ りで 論 及 し、 そ れ を踏

まえ て 、 これ まで の リス ク管 理 論 にお い て は等 閑 に され て き た一 現 在 的 未 来/未 来 的 現

在 の差 異 の拡 大 と い う事 態 が 、 時 間 次 元 と社 会 的 次元 との 緊 張 関 係 を生 み 、 決 定 者 と被 影 響 者

との パ ー ス ペ クテ ィブ の不 一 致 を現 出 させ て い る とい うル ー マ ン の考 え 方 を、 第4節 と第5節

にお い て 明 らか に した 。 ル ー マ ンは 、 上述 した リス ク/危 険 の 区 別 と相 即 的 に、 決 定 者/被 影

響 者(Betroffene)と を 区別 す る。 同 じ 出来 事 が、 前 者 に とっ て は 未 来 的損 害 の 可 能 性 が リス

ク と して 現 出 し後 者 に と って は 危 険 と して現 出 す る の で あ る 。 この 現 出 の仕 方 の相 違 は 、 そ の

損 害 回 避 のた め の 連 帯 の形 式 もそ れ ぞ れ 別 様 な も の た ら しめ 、今 日 の社 会 に お け る 「根 本 問 題 」

を形 作 る こ と にな る 。 ル ー マ ン によ れ ば、 この決 定者/被 影 響 者 の 「溝 」 こそ が今 日の 抗 議 運

動 の 契 機 の 一 つ を な して い る の で あ る。 本 章最 終 節 で は、 こ う した ル ー マ ンの リス ク 論 の 背 景

にあ る 「新 しい リス ク」 の特 徴 を、 「伝 統 的 リス ク」 「産 業 的 一福 祉 国 家 的 リス ク」 と対 比 しつ

つ、 触 れ て お い た。 こ こで 示 唆 さ れ た こ の 「新 し い リス ク」 を、 「非 知 」 概 念 の も とで 主 題 的

に論 ず るの が 、第3章 で の課 題 とな る。

第3章 非 知 の エ コ ロジ ー

(節 構 成:第1節 「非 知 」 の 問題/第2節 リス ク社 会 学 にお ける 「非 知」 概 念:ベ ッ ク と

ル ー マ ン/第3節 「非 知 」 をめ ぐる コ ミ ュニ ケー シ ョ ン/第4節 専 門知 と非 知/第5節

非 知 を め ぐる 「意 思 疎 通 」)

今 日の エ コ ロジ ー 問題 を社 会 学 的 に捉 え る とき、 避 け て とお る こ との で き な い のが 、 と りわ

け エ コ ロジ ー に 関連 す る 「非 知 」 の 問題 で あ る。 とい う の は、 エ コ ロジ ー 的 コ ミ ュニ ケ ー シ ョ

ンは 、 この よ うな 非 知 を 重 要 な 契機 と しつ つ進 捗 して い る か らで あ る。 副 次 的結 果 を も た らす

数 々 の 「リス ク」 は、 我 々 の 日常 的 な感 覚 に よ って は捉 え る こ とが で きず 、 長 期 的 潜 伏 ・因果

関係 の過 度 の複 合 化 等 の ゆ え に損 害 の程 度 や 種 類 、 規 模 も ま た不 確 か で あ る ので 、 被 害 者 に は

被 害 に つ い て の 自己 定 義 が強 い られ る。 こ こに、 新 しい リス ク に よ る災 害 の災 害 と して の新 し

さが あ る。 こ う した エ コ ロジー 的非 知 の 問題 を社 会 学 的 に議 論 して い る代 表 的 な 論 者 と して、

本 章 で は ベ ック とルー マ ンを取 り上げ 比較 して い る。 ベ ッ ク は、 確 か に 非知 の 問題 を 明示 的 に

議 論 して は い る も の の、 しか しそ う した伏 在 す る リス クは 、 誰 が どの よ う にみ て も いわ ば 「客

観 的 に」 そ こに存 在 す る も の と して 考 え られ て し ま って い る。 も ち ろん ベ ックは 一 方 で 「リス

ク構 成 主 義 」 を標 榜 して い る の だが 、 しか し、 徹 底 した 構 成 主 義 に依 拠 す るル ー マ ン に対 して

ポ レミ カル な 態 度 を と って い る ことか らもわ か る とお り、ベ ッ ク の立 場 は 「不 十 分 な 構 成 主 義 」

(K.P.Japp)で あ る とい わ ざ る を え な い。 第3節 で は、非 知 の コ ミ ュニ ケ ー シ ョンの 具 体 的 事

例 と して1978年 夏 の合 州 国 ラ ブ キ ャナル 事 件 を取 り上げ 、 非 知 の コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン に さ い し

て は 徹 底 した 構 成 主 義 的 立 場 に立 つ こ との 必 要性 が、つ ま りは ル ー マ ン の リス ク 論 の枠 組 み の

必 要 性 が 示 唆 され て い る。 こ の よ うな 非 知 の 問 題 は 、専 門 家 シス テ ム(expertsystem)な らび

にそ う した シス テ ム が 提 供 す る 様 々 な 知 に 対 す る 「信頼 」 に対 して も大 きな影 響 を もた らす。

A.ギ デ ン ズ も指 摘 す る とお り近 代 の た と えば 科 学 を は じめ と した 専 門 家 シス テ ム は 、 知 識 の

「埋 込 み 状 況 か らの離 脱(disembedding)」 を促 進 し、 そ こで 生 み 出 され る 「専 門 知 」 は、 そ れ

ぞ れ の行 為 者 が 位 置 づ け られ て いる 前後 の コ ンテ キ ス トの 直接 性 か ら切 り離 され て 、 いわ ば 一

般 的 な 妥 当性 を獲 得 す る。 だ が 、 ル ー マ ンの 立場 か らす る と、 今 日の エ コロ ジ ー 問題 に鑑 み る
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と き には 、 「そ もそ も 知 識 が 何 らか の代 表 性 を もっ て 主 張 され た りま た そ れ な りの権 威 を も っ

て コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン され う る よ うな 場 所 が あ る の か ど うか 」 が 問 わ れ る こ と に な る(第4

節)。 そ うで あ るだ け に この よ うな 非 知 の コ ミ ュニ ケ ー シ ョン の頻 出 とい う事 態 と どの よ う に

して 折 り合 い を つ け うる の か が、 喫 緊 の課 題 と して 提 起 され ね ば な らな い。 ル ー マ ンは 、 この

点 に関 して は 、S.ヤ サ ノ ブ に示 唆 を受 け た 「説得 さ れず に 進 捗 す る意 思 疎 通 とい う政 治 文 化 」

の成 熟 に 期 待 を つ な い で い る。 政 策 決定 を停 滞 させ て し ま う こ とな く、 しか し また 、 専 門家 や

国 家 に よ る 一元 的 な行 政 処理 を も回 避 す る こ と をめ ざ す この 考 え方 は、 確 か に 具体 的 に ど の よ

うな か た ち で実 践 さ れ うる の か とい う点 につ いて は まだ 必 ず し も明 らか で は な い が 、 しか し、

非 知 の 問題 に鑑 み る な ら社 会 学 的 に彫 琢 して い く に値 す る も ので あ ろ う。

第4章 信 頼 の 技 法 と リス ク

(節 構 成:第1節 リス ク と信頼/第2節 社 会 的弁 別 化 の 規 制 メ カ ニ ズ ム/第3節 ル ー マ

ンの シ ス テ ム 理 論 にお け る 「信 頼」:人 格 的 信頼 と シス テ ム 信 頼/第4節 リス ク ・コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョン論 に お け る 「信頼 」 の位 置/第5節 シス テ ム の非 対 称 化)

と ころで 、 上 述 した非 知 の コ ミ ュニ ケ ー シ ョンの 頻 出 とい う事 態 に対 す る対 処 法 と して 今 日

リス ク 政策 の場 面 で 取 り入 れ られ て い る のは 「参 加 」 や 「情 報 開 示」 で あ る。 参 加 や 情 報 開示

の 要 請 に応 え る こ とは決 定 者 の下 す 決 定 へ の 「信 頼 」 を高 め る上 で き わ め て 重 要 で あ る こ とは

言 うま で もな い。 本 章 で は、 信 頼 調 達 の技 法 に焦 点 をあ て リス ク政 策 の 場 面 で の 具 体 的 方 途 と

して の リス ク ・コ ミ ュニ ケー シ ョン論 を取 り上 げ 、 そ の 上 で 「あ りそ うに な さ の公 理 」 に基 づ

くル ー マ ン の シス テ ム 理 論 的 な リス ク論 の視 角 か ら、 そ の 危 う さ に関 して批 判 を行 っ て い る。

近 年、 信 頼 は、 社 会 学 にお いて も、 と りわ け90年 代 以 降 、 頻 繁 に言 及 さ れ る 重 要 な研 究 課 題 と

な っ て きて い る。 と こ ろが ル ー マ ン は、 社 会 的弁 別 化 の規 制 メカ ニ ズ ム と して の 信頼 に対 して

は、 非 知 の 問題 に鑑 み っ つ 否 定 的 に捉 え て お り、 した が っ て 、 決 定者/被 影 響 者 の溝 を 信 頼 を

介 して 規 制 す る試 み に はむ し ろ批 判 的 な 眼 差 しを 向 け る。 この よ うな信 頼 の技 法 と して 今 日の

リス ク研 究 にお いて 論 議 され て い る のが 「リス ク ・コ ミ ュニ ケ ー シ ョン」 で あ る。 リス ク ・コ

ミ ュニ ケ ー シ ョ ン論 にお い て は 、 「信 頼 」 は、 化 学 物 質 等 に よ る 環 境 リス ク を伴 う事 業 を 展 開

しよ う とす る企 業 や 行 政 が 、 そ う した リス ク に さ らされ る 可 能性 の あ る 当事 者 を説 得 し、 彼 ら

の合 意 を調 達 す る た め の 技 法 と して 、 取 り上 げ られ て い る。 こ こで 問題 とな って い る の は 、 単

に 「リス ク情 報」 の 送 り手 個 人 そ の もの に対 す る信 頼 で は な く、 む しろ、 そ う した情 報 を 送 る

組 織 あ る いは機 関(企 業 組織 や 行 政 組織)へ の信 頼(ル ー マ ンの術 語 で い えば 「人 格 的信 頼 」

か ら区別 され た 「シ ス テ ム 信 頼 」)で あ る。 しか し、 本 章 で 問題 と して い る の は、 こ う し た信

頼 によ る 非 知 の 問 題 へ の対 処 法 そ れ 自体 が す で にか な り リス ク に満 ちた も ので あ り、 しか しそ

うで あ る に もか か わ らず 、対 処 法 自体 の リス キー さが 隠 蔽 され てお り、 隠 蔽 され て い るが ゆ え

に、 リス ク処 理 を 迫 られ て い る シ ス テ ムが 作 動 可 能 とな って い る、 と い う こ とで あ る。 決 定 者

/被 影 響 者 を 「架 橋 」 す る試 み で あ る こう した 信 頼 の技 法 は、 同時 に、 決 定 者/被 影 響 者 の差

異 を 隠 蔽す る試 み で もあ り、 そ の こ と 自体 に よ って(当 の シス テ ム に と って は 「問 題 」 と はな

らな い別 の)リ ス ク 問題 の再 生産 に資 して し ま って い る ので あ る。 最 後 の第5章 で は こ の点 を

も う 少 し抽 象 的な 水 準 で、 シ ス テ ム の 「非対 称化 」 とい う1984年 の 『社 会 シ ス テ ム 理 論 』 にお

け る概 念 に引 きつ け て 論 じて お い た。 こ う した 立 論 が 、 「あ りそ うに な さの 公 理 」 に基 づ く も

ので あ る ことは も はや 明 らか で あ ろ う。
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第5章 リス ク変 換 と シ ステ ム合 理 性

(節 構 成:第1節 シス テ ム の 問題 転 移 メカ ニ ズ ム:初 期 ル ー マ ン理 論 を 手 が か りに/第2

節 ル ー マ ン にお け る リス ク変 換 の概 念/第3節 「リス ク変 換 」 概 念 に よ る ドイ ッ 医 薬 品

規 制 政 策 分 析:G.ク リ ュ ッケ ンの 試 論/第4節 シ ス テ ム合 理性 の今 日的 意 味)

上述 して きた よ うな 「非 知 」の 問題 を孕 む 危 険や リス ク は、ル ー マ ン 自身 述 べ て い る とお り、

こん にち で は ます ます 「政 治 化 」 され つ つ あ り、 政治 に対 す る コ ン トロール の 要 請 が 高 ま って

きて い る。 政 治 シス テ ムは 、 い った い いか に して 、 こ う した 非 知 の 問題 に対 して 「対 処 」 す る

こ とが で き る のか と い う点 が 本 章 で の課 題 で あ る。 そ の さ い 、 本 章 で は、 リス ク 政 策 を記 述 す

る概 念 と して 、 ル ー マ ン の 「リス ク変 換(Risikotransformation)」 概 念 の有 効 性 に着 目 して い

る。 まず 第1節 で は 、 リス ク変 換 の概 念 を理 解 す る た め の手 掛 か り と して 、 シ ス テ ム の 外 部 の

「問題 」 が シス テ ム 内 部 の問 題 へ と変 換 さ れ る事 態 を記 述 す る 初 期 ル ー マ ン の 「問題 転 移 」概

念 を取 り上 げ た 。 ル ー マ ン によ れ ば 、 政治 シ ス テ ム は、 テ ク ノ ロ ジー 的 ・エ コ ロジ ー 的 リス ク

そ の もの に対 処 しよ う とす る の で は な く、 そ う した リス ク を い っ た ん、 こう した政 治 に 固 有 の

リス クー 例 えば 次 の 選 挙 で 落選 す る リス ク、 世 論 で 支 配 的 な テー マが 変 化 し現 在 の政 策 が 正 当

に評価 され な くな る リス ク等一 へ と 「変 換 」 し、 そ う した 変 換 され た政 治 的 リス ク に対 して 反

作 用 して い る。 し た が っ て、 一 前 章 で触 れ た 主 題 とも関 わ っ て くるが 一 リス ク変 換 の概 念 は、

規 制 当 局側 か らす れ ば 、 政治 的 一行 政 的な 決 定 が 、 受 容 され な い、 あ る いは そ の決 定 へ の信 頼

性 を喪 失 す る か も しれ な い とい う 「リス ク」(政 治 的 リス ク へ と 「変 換 」 され た リス ク)を 背

負 わ ざ る を得 な い とい う こ とを含 意 して い る。 政 治 シス テ ム にお け る決 定 は 、 セ カ ン ド ・オー

ダ ー の水 準 で の観 察 を続 け なが ら下 され ざ る を得 な い こ とか ら、 た え ざ る 「トー ク」=外 部 に

向 け て の表 出が 不 可 欠 とされ る。 こ の よ うな 観 点 か ら、 第3節 で は、 リス ク変 換概 念 に依 拠 し

たG.ク リ ュ ッケ ンの リス ク政 策 の 国 際 比較 分 析 の試 論 を取 り上 げ、 この リス ク 変 換 の 考 え方 の

含 意 を よ り具 体 的 な水 準 で探 った 。 さ らに、 こ の リス ク 変 換 概 念 は、 ル ー マ ンの 考 え る 「合 理

性 」 の概 念 へ と直 結 す る も のな ので あ り、 最 終 節 で は、 この 点 を、 か ね て か ら様 々 な 議 論 を誘

発 して きた ル ー マ ン の 「シス テ ム合 理 性(Systemrationalit註t)」 概 念 と関 連 づ け な が ら論 じた。

第6章 抗議運動

(節構成:第1節 問題 の所在:ル ー マ ン理論 におけ る 「抗議運動」/第2節 政治 システ

ム にお ける 「中心 と周辺」/第3節 初期ルー マ ンにお ける抗議運動 の位 置づ け:68年 ド

イッの 「学 生反乱」評価/第4節 組織の 「不確 かさ吸収」と抗議運動/第5節 抗議 の形

式/第6節 ルーマ ンの抗 議運動論の今 日的意 味)

ここまでの前2章 が決定者 の立場 に即 した叙述で あった のに対 して、第6章 と第7章 は、主

として被影響者 の立場 か ら、 とくに抗議運動 に着 目して、議論 を進 めて いる。すで に述べ たよ

うに、決定者/被 影響者 という社会 的な亀裂 の中にルーマ ンは抗議運動 の源泉 を見 いだ してお

り、 こうした論脈 をた どって い くな らば、ルーマ ンが抗議運動 を積極的 に議論 の姐上 に載せ よ

う として いる ことは容 易に予測 できる。だが、 これ までルーマ ンのシステム理論は、 システム

の外部か らの抗議や批判 を拒絶す るテ クノク ラテ ィックな意識 に基づ くもの として捉 え られて

きた。 しか しルーマ ンは、公式組織 に主た る理論的関心 を注いで いた初期の頃か ら後期の いわ

ゆる 「オー トポイエー シス的 システム理論」の時期 にいた るまで一貫 して、抗 議運 動 につ いて

は きわ めて積極的な位置づ けをお こな っている。 本章では、 この点 を確認するために、90年 代
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のル ー マ ンの 政 治 論 にお け る抗 議運 動 に つ いて の叙 述 に 目 を 向 け(第2節)、 次 い で、 この 叙

述 を念 頭 にお き なが ら、 初 期 ル ー マ ン にお け る68年 ドイ ッ の 「学 生反 乱 」 に つ い て の 評価 を追

尾 して い る(第3節)。 と ころで 、 『社 会 の政 治 』(2000)で は、ル ー マ ンは 、抗 議 運 動 を 、コ ー

ポ ラテ ィブ な 国家 とい う拡 大 され た 「中心 」 に対 す る 「新 しい 周 辺」 と して 位 置 づ け 、 環 境 に

対 して よ り大 き な感 受 性 を有 した セ ク ター とい う意 味 づ け を与 え て い る。 そ の 上 で 、 抗 議 運 動

に とって 重 要 な の は、 成 功 す る(つ ま り政 策 過程 に 参 与 し うる)か/失 敗 す る か、 で は な く、

む しろ、 抗 議 の可 能 性 を 保 持 し続 け る こ と、 つ ま りは、(決 定 者 で はな い)被 影 響 者 の立 場 に

立 ち続 け る こ とで あ る とす る。 この よ うな 晩 年 の ル ー マ ンの 論 述 は、1966年 のCDU/CSUとSPD

の大 連 合 政 権 の も とで議 会 の90%以 上が 「与 党 化 」 した こ とに対 抗 し、 議 会 制 民主 主 義 そ の も

の の危 機 感 の 中か ら生 まれ て き た 、 学 生 ・知 識 人 た ち の 「議 会 外 の野 党(APO)」 を、 ル ー マ

ンが68年 の 論 文 の 中で 積 極 的 に評価 して い る こ と と、 明確 に連 動 して い る。 さ らに、 第4節 で

は、 組 織 にお け る 「不 確 か さ吸 収 」 の メカ ニ ズ ム と こ う した抗 議 運動 と を連 関 させ て ル ー マ ン

が 議 論 して い る点 に着 目 し、 本 稿 の 「は じめ に」 で触 れ て お い た ルー マ ン の 「あ りそ うに な さ

の公 理 」 の 内 実 を、 抗 議 運 動 と組 織 との 関 連 にお い て も明 示 化 して お い た 。 第5節 で は 、 「抗

議 と い う 形 式 」、 す な わ ち 「抗 議 す る側/抗 議 され る側 」 と い う 区別 の 明確 化 が 、 抗 議 運 動 の

統 一 性 の 確 保 に と って 必 要 で あ る とす るル ー マ ン の抗 議 運 動 論 の、 現 在 の 「社 会 運 動 論」 の 中

にお け る 意 義 を 探 って い る。 この抗 議 とい う形 式 に 関す る ルー マ ン の所 説 は 、 社 会 運 動 の 「成

功 」 と 「社 会 運 動 性」 との 内 在 的 緊 張 とい う問題 に連 な る もの で あ り、 す で に本 稿 第3章 と第

4章 で述 べ て お い た ル ー マ ンの 「参 加」 ゼ マ ンテ ィ ク に対 す る懸 念 か らも明 らか な とお り、 あ

く まで も決 定 者/被 影 響 者 、 とい う図 式 を 崩 さず 、 「抗 議 の 形 式」 の 一 方 の側 に と ど ま り続 け

る こ との積 極 的意 味 を ル ー マ ンは見 い だそ う と して い る の で あ る。 と い う よ りむ しろ、 ル ー マ

ンは、 この 決 定 者/被 影 響 者 、 とい う図 式 を曖 昧 に し隠 蔽 して しま う動 き を非 常 に警 戒 す る。

こ う した ル ー マ ンの リス ク論 の 基 本 的 姿勢 は、 次 章 で論 じる蓄 積 的排 除 の 問題 に鑑 み る とき 、

いっ そ う大 き な意 味 を 有 す る もの で あ る こ とが 明 らか に な る。

第7章 包 摂 と排 除

(節 構 成:第1節 環 境 的公 正 と包 摂/排 除/第2節 ル ー マ ン理 論 にお け る 包 摂/排 除概

念/第3節 蓄 積 的排 除 の 問題/第4節 排 除 と空 間的 分 離)

締 め く く り とな る この 章で は、 これ まで のル ー マ ン の リス ク論 の枠 組 み に 依 拠 しつ つ 、 環 境

リス ク を め ぐる包 摂 と排 除 の 問題 に論 及 して い る。 ル ー マ ンは 、 リス ク 論 とは 別 個 に包 摂 と排

除 につ いて 論 じて い る の だが 、 本 稿 で は、 こ の二 つ の論 脈 は、 主 と して 合 州 国 にお いて 環 境 被

害 が 人 種 的 な 居 住 地 上 の分 断 に応 じて 偏 って 顕 在 化 す る こ と を 「環境 人種 差 別 」 と して 告 発 す

る 「環 境 的 公 正 」 の 議 論 を媒 介 にす る こ と によ っ て 、 結 合 させ る こ とが で き る の で あ り、 しか

もそ の こ と によ って 得 られ る観 点 は 社 会 学 的 リス ク研 究 に とっ て き わ めて 重 要 な意 味 を持 つ と

い う立 場 に立 っ て い る。 も っ と も、 包 摂/排 除 と い う概 念 ペ ア は、 ル ー マ ン の 長 い理 論 構 築 過

程 の 中で 、 か な りの 変 化 を経 て お り、 私 見 で は、90年 代 以 降 に な っ て は じめ て 本稿 で の 課 題 に

とっ て 有効 で あ る と思 わ れ る 対概 念 へ と彫 琢 さ れ た とい え る 。ル ー マ ンの 包 摂/排 除 の 概 念 は 、

(1)包 摂 と排 除 とが 明 確 な 対 概 念 と して は現 れ て きて い な い1970年 代 、(2)明 確 に対 概 念 と して 使

用 され る よ う に な っ た1980年 代(し か しそ の 意 味 内容 か ら して(2-a)1980年 代 前 半 と(2-

b)1980年 代 後 半 とが 区別 で きる)、(3)明 確 に対 概 念 と して 使 用 しつつ さ らに蓄 積 的排 除 の 問題
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に論 及 しは じめ る1990年 代 、 とい う 区別 に基 づ いて 叙 述 を進 め て い る。 この(3)の 段 階 にい た っ

て は じめ て 論 じ られ る よ う にな った 「蓄 積 的排 除」、 す な わ ち 、 あ る一 つ の機 能 的 シス テ ム か

らの排 除 が そ れ 以 外 の多 数 の機 能 的 諸 シス テ ム か らの排 除 を 惹 起 す る とい う事 態 は 、 リス ク 論

の コ ンテ キ ス トにお いて は、 よ り深 刻 な 環境 被 害 が こ う した 排 除 領域 に偏 っ て現 出 しや す い と

い う点 で きわ めて 重 要 で あ る。 しか も、 こ う した 蓄 積 的 排 除 の 考 え 方 を、P.フ ック ス の 「ア ド

レス 構 成 」 概 念 に倣 って 、 コ ミ ュニ ケ ー シ ョン にお け る情 報 と伝 達 の差 異 の 問題 と関連 づ け る

な ら、 こ の よ うな 排 除 領 域 は コ ミ ュニ ケ ー シ ョン の伝 達 審 級 と して は現 れ に く くな る、 とい う

こ と を意 味 す る。 も っ と も深 刻 な 環 境被 害 を被 る者 ほ どそ の 「危 険」 の体 験 を政 治 的 な コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ンの 姐 上 に上 せ る こ とが 困難 に な るわ け で あ る。 排 除領 域 にお いて 「人 間」 は、 都

市 再 開 発 の よ うな か た ち で 施策 の対 象 とはな りえて も(=コ ミ ュニ ケー シ ョン の テ ー マ、対 象 、

情 報 内容 とは な りえ て も)、 何 か を伝 え よ う と して い る の だ と見 な され る側 面、 つ ま りコ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ン にお け る 遂 行 的 要 素 は、 著 し く切 りつ め られ る こ とにな る。 コ ミ ュニ ケー シ ョン

に とっ て 重 要 な、 情 報 と伝 達 の 区別 は、 極 端 に縮 減 され た 、 情 報 へ の関 心 へ と勇 定 され て しま

うの で あ る。 ま た、 こ う した排 除領 域 は しば しば 指 摘 され る とお り空 間 的 な 分 断 を と もな って

顕 在化 す る。 そ うす る と、 こ う した分 断 に よ って 、 環 境 被 害 を被 る 「被 影 響 者 」 の存 在 は ます

ます 不 可視 化 され 、 被 影 響者 がそ もそ もみ ず か ら の見 解 を政 治 的な 交 渉 の 場 に持 ち 込 み 、 リス

ク を政 治 化 して い く機 会 が失 わ れ て い くの で あ る。

おわ りに

この よ う にみ て くる と、 ル ー マ ンの リス ク 論 が 「セ カ ン ド・オー ダ ー の観 察 」 に焦 点 を あて 、

一 貫 して 、 決 定 者/決 定 に関 与 で きな い被 影 響 者 とい う差 異 が(た とえ ば 「参 加」 ゼ マ ンテ ィ

クな ど に よ って)隠 蔽 され て い く動 き を非 常 に警 戒 し、 む し ろそ う した 「社 会 的亀 裂 」 を際 だ

た せ 明 るみ に 出 し、 再 政 治 化 す る こ との 必 要 性 を認 識 させ よ う と い う方 向 で 議 論 を組 み 立 て て

い る こ と の今 日的 な 意 味 が 、 浮 か び 上 が っ て くる。 もっ と も、 残 され た課 題 もま た 大 き い。 と

りわ けデ モ ク ラ シー をめ ぐる問 題 は 、 ル ー マ ンの リス ク 論 を 、 本 稿 で 明 らか に され た 基礎 視 角

をふ まえ つ つ 、 さ らに展 開 して い く うえ で、 避 け て通 る こ との で き な い論 点 で あ ろ う。 しか し

こ の点 を議 論 す る には 、ル ー マ ン の政 治 シス テ ム 理 論 に関 す る立 ち 入 った検 討 、さ らに は、ル ー

マ ンの 「機 能 的 分 化 」 につ い て の 詳細 な論 究 や シ ス テ ム の 「閉鎖 性 」 の含 意 を汲 み取 っ て い く

作 業 が 、 必 要 に な る。 と りわ け 、第4章 で の論 述 か らも 明 らか な よ う に、 ル ー マ ン は、 非知 の

問題 の ゆ え に機 能 シ ス テ ム の信 頼 の技 法 が 限 界 につ き あた って い る こと に気 づ いて お り、 ル ー

マ ン理 論 の 中 で の 、 エ コ ロジ ー 上 の 非知 の 問題 に対 す る見 解 と機 能 分 化 テ ー ゼ との 関 係 は、 き

わ め て微 妙 で あ る。 こ う した重 大 な論 点 につ いて は別 稿 を期 す こ とに し、 こ こで は 、 ル ー マ ン

の オ ー トポイ エ ー シ ス 的 シ ス テ ム理 論 の立 場 か ら、 現 代 社 会 にお いて 見 いだ され る リス ク現 象

を社 会 学 的 に記 述 して い く こ との意 味 を確 認 し えた こ と を も って 、 本 稿 を締 め く く って い る。

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

本 論 文 は、 ニ ク ラス ・ル ー マ ン の社 会 シ ス テ ム 理 論 に依 拠 しな が ら、現 代社 会 の リス ク現 象

を解 明 しよ う とす る も ので あ る。1980年 代 以 降、環 境 問題 が 深 刻化 して い くな か で 、「テ ク ノ ロ
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ジー 的 ・エ コ ロ ジー 的 な リス ク 」 に 関す る 議論 が 活 発 化 して きた が 、 ル ー マ ンの リス ク論 を体

系 的 に 描 き 出 し、 そ れ を もっ て リス ク 現 象 の解 明 に寄 与 し よ う とい う のが 本 論 文 の 課 題 で あ

る 。 論 文 は、 七 つ の 章 と 「は じめ に」 と 「おわ りに」 か らな る。

まず 「は じめ に」 にお い て、 ルー マ ン の オー トポ イ エ ー シス 的 シ ス テ ム理 論 に 依 拠 しな が ら

社 会 学 的 な リス ク 研 究 を試 み る とい う本 稿 の課 題 が 設 定 され 、 次 い で ル ー マ ンの 「あ りそ う も

な さの 定 理 」 が 提 示 され る。 論 者 に よれ ば 、 ル ー マ ンは 、 社 会秩 序 が 本 来 「あ りそ う もな い 」

に もか か わ らず 、 現 に 「あ る」 とい うか た ち で成 立 して いる こ とを 「あ りそ う もな さの 定 理」

と して 定 式化 した が、 リス ク現 象 を解 明す る 際 に も この よ うな 問題 意 識 が働 い て い る とい う。

第 一 章 か ら第 三 章 まで は、 ル ーマ ン の リス ク論 の基 本枠 組 が 先行 研 究 との 比較 を とお して 明

らか にさ れ る。 まず 、第 一章 「リス ク社 会 論 の展 開 」 で は 、 リス ク に 関す る 先行 研 究 が概 観 さ

れ 、 従 来 の リス ク研 究 が抱 えて いた 問題 点 が 指 摘 され る。 こ こで は、 過 去 の リス ク研 究 が、 ①

「技 術 的 な リス ク 分析 」、 ② 「経 済 学 的 パ ー ス ペ クテ ィ ブ」、 ③ 「心 理 学 的パ ー ス ペ ク テ ィブ」、

④ 「社 会 学 的 パ ー ス ペ ク テ ィブ 」、 ⑤ 「文 化 的 パ ー ス ペ ク テ ィブ 」 とい う五 つ の タ イ プ に 区分

さ れ、 リス ク の社 会学 的分 析 の必 要 が 説 か れ る。 そ の うえ で、 リス ク の社 会 学 的研 究 に先鞭 を

つ け た のが ベ ッ ク で あ る こと、 しか しベ ッ クの リス ク 論 に は一 定 の 限界 が 存 在 し、 そ の 限界 を

突 破 した のが ル ー マ ンで あ る こ とが 述 べ られ る。

第 二 章 「社 会 シ ステ ム 理 論 に よ る リス ク 研 究:ル ー マ ンの基 本 的視 座 」 で は、 ベ ック の リス

ク論 との対 比 を つ う じて 、 ル ー マ ンの リス ク論 の 基 本概 念 が説 明 され る。 ル ー マ ン の リス ク論

で は、 従 来 の 「安 全/危 険 」 にか わ っ て、 「リス ク/危 険 」 と い う概 念 が 導 入 さ れ て い るが 、

フ ァー ス ト ・オ ー ダ ー の観 察 に基 づ く 「安 全/危 険」 か ら、 セ カ ン ド ・オ ー ダ ー の観 察 に基 づ

く 「リス ク/危 険 」 へ の転 換 によ っ て 、 現 代 的 な リス ク を時 間的 次 元 と社 会 的 次 元 との緊 張 関

係 の な か で 把 握 す る道 が 開 か れ た こ と、 い い か えれ ば 、 現 代 的 な リス ク が 「現 在 的 未 来 」 と

「未 来 的 現 在 」 との 差 異 を拡 大 させ て い る現 代 社 会 の時 間構 造 の な か で 起 こ り、 「決 定 者/被

影 響 者 」 の パ ー ス ペ クテ ィブ の不 一 致 を 生 み 出 して い る こ とが 明 らか に され る。

第 三 章 「非 知 の エ コ ロ ジー 」 で は、 「知/非 知 」 との 関 係 の な か で 「テ ク ノ ロ ジ ー 的 ・エ コ

ロ ジ ー 的 リス ク」 が 考 察 され 、 エ コ ロ ジー 的 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン を 「非 知 」 の コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン と して 捉 え るル ー マ ン理 論 の特 質 が ベ ッ クや ギ デ ンズ の 議 論 との 比較 を とお して 浮 き彫

り にされ る。 論 者 に よれ ば 、 ル ー マ ン の考 えで は 、 現 代 社 会 の な か で 発 生す る エ コ ロ ジー 問 題

は 複 雑 か つ長 期 的 な 因果 過 程 を 内在 して い るた め 、 もは や 専 門 家 シス テ ム の な か で 生 み 出 され

た 専 門 的 な 知 を以 て し て も対 処 す る こ とが で きず 、 した が っ て、 エ コ ロ ジ ー 的 コ ミ ュニ ケ ー

シ ョン は 「非 知 」の コ ミ ュニ ケ ー シ ョン と して 進 捗 す る ほ か な い。 「非 知 」の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ンが 頻 出す る事 態 に対 して 、 ル ー マ ンは 「説 得 され ず に進 捗す る意 思 疎 通 」 の考 え 方 を 提案 し

て い るが 、 論 者 は、 このル ー マ ンの 提 案 の な か に現 代 的 な リス ク に対 処 す る可 能性 を読 み とっ

て い る。

こう して 現 代 的 リス ク を 「決 定者/被 影 響 者」 とい う社 会 的関 係 のな か で 分 析 す る た め の理

論 的 枠 組 が 設 定 され た あ と、続 く第 四 章 と第 五 章 で は 「決 定 者 」 に関 わ る 問題 が 、 そ して 第 六

章 と第 七 章 で は 「被 影 響 者 」 に関 わ る 問題 が ルー マ ン理 論 に依 拠 しな が ら解 明 され て い く。

第 四 章 「信 頼 の 技 法 と リス ク」 で は、 現 代 の リス ク政 策 が批 判 的 に検 討 さ れ る 。 今 日、 「参

加 」 や 「情 報 開 示 」 を つ う じて政 策 決 定 へ の信 頼 を 高 め よ う とす る動 きが活 発 化 して い るが 、

論 者 は、 ル ー マ ンが こ う した決 定 者 と被 影 響 者 と の溝 を埋 め る 「信 頼 の 技 法 」 が 新 た な リス ク
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を発 生 さ せ る 可 能 性 を孕 み 、 しか も この リス ク が 隠 蔽 され た ま ま シス テ ム が 作 動 す る こと、 そ

れ ゆ えル ー マ ンは 「信 頼 の技 法」 に対 して懐 疑 的 で あ る こ と を明 らか にす る。

第 五 章 「リス ク変 換 と シ ス テ ム合 理 性 」 で は 、 「テ ク ノ ロ ジー 的 ・エ コ ロ ジ ー 的 な リス ク」

と政 治 的 リス ク との 変 換 に関 す る ル ー マ ンの見 解 が 議 論 の 姐 上 に載せ られ 、 リス ク に対 す る政

治 シス テ ム の働 き が考 察 され る。 こ こで は、 い っ た ん 初 期 ル ー マ ンの考 え方 に 立 ち 返 り、 シス

テ ム が 自 らの外 部 問題 を 内部 問題 に置 き換 えな が ら外 部 問題 に対 処 す る と い う 「問題 転 移」 の

概 念 が 説 明 され る。 そ の うえで 、 政 治 シス テ ムが 「テ ク ノ ロジ ー 的 ・エ コ ロ ジ ー 的 な リス ク」

を政 治 的 リス ク に変 換 して い る とい うル ー マ ン の考 え方 が 「問題 転 移 」 の概 念 を発 展 さ せ た も

ので あ る ことが 示 され る。

第 六 章 「抗 議 運 動 」 で は、 抗 議 運 動 に関 す るル ー マ ン の見 解 を紹 介 した う えで 、 ル ー マ ン批

判 の反 批 判 を行 って い る。 ル ー マ ン の理 論 は 、 初 期 の段 階か ら 「テ ク ノ ク ラー ト的」 立 場 に立

っ 理 論 と して 批 判 され て きた が 、 論 者 は 、 この よ うな 批 判 が 誤 解 に基 づ く こ と、 す なわ ち 「決

定 者 と被影 響 者 」 の差 異 の隠 蔽 を警 戒 す る ル ー マ ン の考 え方 は、 抗 議 運 動 を積 極 的 に支 持 す る

理 論 的根 拠 を与 え る も ので あ り、 実 際 、 ル ー マ ンは 、 初 期 の段 階 か ら学 生 や 知 識 人 の抗 議 運 動

を積 極 的 に評価 して きた こと を、 さ まざ まな 事 例 を挙 げ な が ら立 証 して い る 。 そ して 、 こ の よ

うな ル ー マ ンの 姿 勢 のな か に 「あ りそ う もな さ の 定 理 」 の発 想 が 貫徹 して い る と い う。

第 七 章 「包 摂 と排 除 」 で は、 機 能 的 シ ス テ ム か ら排 除 され た 人 々 が 同 時 に他 の機 能 的 シス テ

ム か ら も排 除 さ れ る と い う 「蓄 積 的 排 除」 の 問題 が 取 り上 げ られ 、 「包 摂 と排 除 」 と い うル ー

マ ン的 概 念 に依 拠 しな が ら説 明 され る。 そ の 際、 最 初 に、 「包 摂 と排 除」 の意 味 内容 の 変 遷 が

ル ー マ ン理 論 の歴 史 に即 して概 説 され 、 そ れ を踏 ま え て 環 境被 害 が排 除領 域 の な か で 頻 出 す る

メカ ニ ズム が 論 述 さ れ る。 そ して さ らに、 この 問題 が 「情 報 と伝 達 の差 異 」 の 問題 と関 連 して

お り、 排 除 領 域 の 人 々 が コ ミ ュニ ケ ー シ ョンや 情 報 の対 象 とな りえて も伝 達 の担 い手 か ら外 さ

れ る理 由が 分 析 さ れ る。

最 後 の 「お わ りに」 で は、 ル ー マ ン の リス ク論 の特 質 が 確 認 され た う えで 、 残 され た課 題 が

提 示 され る。

以 上 の よ うに 、 本 論 文 は、 「テ ク ノ ロ ジー 的 ・エ コ ロ ジー 的 リス ク」 に 関 す るル ー マ ン の議

論 を体 系 的 に描 き 出す こ とを課 題 と して い るが 、 右 の課 題 を達 成 す る に あた って 、 リス ク に関

す る 先行 研 究 は も と よ り、「機 能 構 造 主 義 」「オ ー トポ イ エ ー シス 的 シス テ ム 論」とよ ば れ るル ー

マ ンの社 会 シ ス テ ム 理 論 を踏 まえ た うえ で 、緻 密 な 議 論 を展 開 して い る。 ル ー マ ンの リス ク論

を 彼 の社 会 シ ス テ ム 理 論 に即 して 内在 的 に理 解 す る こ とを とお して、 ル ー マ ンの リス ク論 の 理

論 的 特 質 と現 代 的 意 義 を示 す こ とに成 功 して い る。 ル ー マ ンの 理 論 は難 解 で あ る た め に、 これ

ま で十 分 な理 解 を 得 て こな か っ た が、 本 論 文 は、 そ の 正 確 な 理解 を つ う じて ル ー マ ンの 社 会理

論 の 可能 性 を 引 き 出 す と とも に、 リス ク研 究 の面 で も多 大 な 貢献 をな し う る も の と思 われ る。

よ っ て、 本 論 文 の提 出者 は、 博 士(文 学)の 学 位 を 授 与 され る に十 分 な 資 格 を有 す る も の と認

め られ る。
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